
はじめに

Parot Manager W10をお買い上げいただきありがとうございます。

Parot Manager W10は 旧バージョン(Parot Manager 3.2)と同等の機能を装備して

いますが、画面構成や操作性に関して異なる箇所があります。

このヘルプファイルを一通りご覧いただた後、ご使用を開始してください。

Parot Managerは ノーステック製精算機を遠隔操作するための Windows用アプリ

ケーションで、Windows10 および Windows7(一部の機種では動作しません)で動

作確認を行っています。また、不正な遠隔操作を防止するため アプリケーション

のライセンス管理を行っています。

このヘルプファイルは 以下の内容で構成されています。

・パスワードの入力

・システム設定(*)

・現場マスターの作成

・精算機の制御

・精算機時刻の設定(*)

・現場チェック(*)

・料金算出(*)

・利用状況(*)

・精算機状態・入庫状況の受信

・入出庫履歴の受信

・保守履歴の受信(*)

・設定データの受信

・精算機状態・入庫状況



入出庫履歴の自動受信

・売上集計(*)

・日次稼働状況(*)

・週次稼働状況(*)

・月次稼働状況(*)

・時間帯別稼働状況(*)

・曜日別稼働状況(*)

・利用時間毎稼働状況(*)

・稼働データ CSV ファイル出力(*)

・操作説明

・バージョン表示

・現場マスターの変更と削除

・精算機の機能設定(設定 1)(*)

・精算機の機能設定(設定 2)(*)

・精算機の機能設定(設定 3)(*)

・精算機の機能設定(設定 4)(*)

・精算機の機能設定(設定 5)(*)

・精算機の機能設定(設定 6)(*)

・自動取得結果の表示

(*)は、「施設管理者用」バージョンで 機能制限されていることを示します。

この説明書には、PMW10 Version 1.29以降でのみ有効な機能の説明が含

まれます。また version 1.30以降で変更された機能の説明が含まれます。

2011-2021 Northtec Co.,Ltd. All Right Reserved.



パスワードの入力

Parot Manager W10 (以降 PMW10 と表記)の起動時 パスワードの入力を求められ

ます。

正しいパスワードが入力されない場合 PMW10は終了します。

PMW10 インストール直後の デフォルトパスワードは以下のように設定されていま

す。

パスワード 使用者 権限

1111 一般 制限機能

・保守履歴閲覧

・システム設定

2222 準管理者 制限機能

・保守履歴閲覧

・システム設定(パスワード設定のみ)

3333 管理者 制限機能なし



パスワードは、メインメニューの[設定]-[システム]を選択することで 変更ができま

す。

パスワードは、次の条件で指定してください。4桁数字であること, 同一数字

でないこと, 連番数字でないこと。

パスワードの変更は、管理者のパスワードで PMW10起動した場合にのみ有

効です。



パスワードの変更後は [登録]ボタンを押下してください。登録せずに システ

ム設定ウインドを閉じた場合 変更内容が破棄されます。



現場マスターの作成

PMW10を使用するには、まず 現場マスターを作成する必要があります。

PMW10は、登録された情報にもとづき、現場の精算機と情報の送受信を行います。

現場マスターの作成・更新を行うには、メインメニューの[設定]-[現場マスター]を選

択します。

PMW10 インストール直後は、現場マスターの登録情報はありません。



現場の新規登録

現場マスターリストで右クリックします。表示されるメニューから「新規追加」を選

択します。



以下項目を入力します。

項目 説明

識別 No 現場を識別するための IDです。4桁の数字を入力します。

現場名 現場名称です。全角 15文字まで入力できます。

[注意]

ここで入力された現場名称は PMW10内でのみ使用され

る現場名称で、精算機が領収書等に印字する現場名称で

はありません。

領収書等に印字する現場名称については、精算機の機能

設定(設定 1) を参照ください。

IPアドレス 精算機に搭載されるモバイルルーターに表記されていま

す。表記されていない場合は 弊社担当者までお問合せく

ださい。

Port 精算機に搭載されるモバイルルーターに表記されていま

す。表記されていない場合は 弊社担当者までお問合せく

ださい。

車室数 現場で実際に運用される車室数です。

最大車室数 現場の精算機が制御可能な車室数です。

[参考]

必ずしも 車室数と最大車室を一致させる必要はありませ

ん。ただし、車室数＞最大車室数 となる設定は許されま

せん。

定時呼出 「する」を選択した場合、自動情報取得ボタン押下時の対

象現場 および 指定曜日・時間の自動情報取得時の 対

象現場となります。

機能の詳細・設定方法については、「精算機状態・入庫状

況と入出庫履歴の自動取得」または「システム設定」を参

照ください。

各項目の入力後[OK]ボタンを押下してください。



追加された現場

[現場マスターの更新]ボタンを押下します。

[OK]ボタンを押下時に 各入力内容をチェックします。入力内容が正しくない

場合、エラーメッセージが表示されます。

[現場マスターの更新]ボタンを押下せずに、現場マスターの設定ウインドを

閉じた場合、新規・変更・削除の各操作内容は破棄されます。



システム設定

システムの設定を行うには、メインメニューの[設定]-[システム]を選択します。



システムの設定では、以下の項目を設定します。

項目 説明

長期駐車 PMW10 システムで長期駐車と判断するしきい値(時

間)を設定します。

定時呼出

有効/無効

定時呼出機能の有効/無効を設定します。

定時呼出機能とは、現場マスターで「定時呼出：す

る」と設定されている現場を対象とし、指定曜日,指定

時刻に対象現場の「精算機状態・入庫状況 入出庫

履歴」情報を取得する機能です。

定時呼出

指定時刻

定時呼出の時刻を設定します。

定時呼出

曜日指定

定時呼出の曜日を設定します。

複数の曜日を選択できます。

PMW10 起動用

パスワード

PMW10起動時に入力するパスワードを数字 4桁で

設定します。

パスワードには 「一般」「準管理者」「管理者」の 3種

類があり、それぞれ対応する機能が異なります。詳

細は、パスワードの入力 を参照ください。

設定後、[登録]ボタンを押下します。

[登録]ボタンを押下せずに システム設定 を終了すると、設定内容が破棄さ

れます。



精算機時刻の設定

精算機時刻の設定(更新)を行うことができます。

Parot Managerには 精算機の時計合せを行う機能がありますが、この操作

により精算機内に保持される入出庫管理情報や入出庫履歴情報の時間的

連続性が失われる可能性があります。

深夜や早朝等 利用者車両の出入りがない時間帯に実施されることをおす

すめします。

設定 1 タブを選択します。



システム時計に 設定(更新)したい時刻を設定します。

[時計合わせ]ボタンを押下します。



ステータスバー



ステータスバーに 以下のように表示されます。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機からデータ受信中です」

↓

「制御指示が完了しました」

接続回線状態にもよりますが、約 5秒でデータの受信が完了します。

領収書発行,返金 処理時は、精算機の処理完了を待ちますので、30秒以上の時

間を要することがあります。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機接続でタイムアウトしました」

「精算機からコマンドにたいするレスポンスが得られません」

「精算機からパラメータにたいするレスポンスが得られません」

と表示される場合は、接続する現場の 現場マスターデータ に間違いがないか確

認してください。PC(PMW10 を起動している PC)が接続するネットワーク環境や モ

バイル網の状態により接続ができない場合や データの送受信が大きく遅延する

場合があります。こういった場合は しばらく時間を置いて確認してください。



精算機の制御

次の処理を 精算機の制御 ウインドから行うことができます。

・ロック

・アンロック

・リセット

・入庫時刻変更

・領収書発行, 返金

入庫状況に表示される車室から 処理したい車室を選択し、ダブルクリックします。

精算機の制御機能は、不正を防止するため お客様のご要望により機能を制限

している精算機があります。機能制限された精算機では 正しく動作しない場合

があります。



精算機の制御 ウインドが開き、車室 Noに選択した車室の番号が表示されます。

指定車室が入庫中の場合、入庫時刻が表示されます。



精算機の制御では、以下の項目を設定します。

入力項目 説明

車室 No. 「ロック」「アンロック」「リセット」「入庫時刻変更」処理

を行う車室 Noを入力します。

入庫時刻 「入庫時刻変更」処理を行うための 入庫時刻 を入

力します。

金額 「領収書発行」「返金」を行うための 金額 を入力し

ます。

ボタンの説明

ボタン 説明

[ロック] 指定車室のロック装置を上昇させます。

指定車室に車両が入庫している場合のみ有効です。

この機能は 車室にロック装置(フラップ)が装備され

ている場合のみ機能します。

[アンロック] 指定車室のロック装置を下降させます。

指定車室に車両が入庫している場合のみ有効です。

この機能は 車室にロック装置(フラップ)が装備され

ている場合のみ機能します。

[リセット] 車室の状態をリセットします。

リセットすることにより この時点から車室の管理を開

始するため、入庫中の車室の場合 リセットした時点

が入庫時間となります。

[入庫時刻更新] 車室 No.で指定された車室の入庫時刻を 指定され

た時刻に更新します。

[領収書発行] 指定された金額で領収書を発行します。

領収書は現在日時で 利用金額/入金金額(同一)で

印刷されます。

[返金] 指定された金額を 精算機の返却口に払出します。



ステータスバー

ステータスバーに 以下のように表示されます。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機からデータ受信中です」

↓

「制御指示が完了しました」

接続回線状態にもよりますが、約 5秒でデータの受信が完了します。

領収書発行,返金 処理時は、精算機の処理完了を待ちますので、30秒以上の時

間を要することがあります。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機接続でタイムアウトしました」

「精算機からコマンドにたいするレスポンスが得られません」



「精算機からパラメータにたいするレスポンスが得られません」

と表示される場合は、接続する現場の 現場マスターデータ に間違いがないか確

認してください。PC(PMW10 を起動している PC)が接続するネットワーク環境や モ

バイル網の状態により接続ができない場合やデータの送受信が大きく遅延する場

合があります。こういった場合は しばらく時間を置いて確認してください。

このほか以下のメッセージが ステータスバーに表示されることがあります。

送信エラー，車室が存在しない または 未入庫状態です

車両が入庫していない車室にたいし「ロック」「アンロック」「リセット」処理を指示

したことが原因です。指示する直前に 精算機状態・入庫状況を受信し 入庫し

ていない車室にたいする指示をしないようにする必要があります。

送信エラー，車室が存在しない または 日時が不正です

精算機時刻にたいし未来の時刻で「入庫時刻変更」指示をしたことが原因です。

精算機時刻と PMW10が動作する PCの時刻を合わせを行う必要があります。

送信エラー または 領収書が印刷できません

精算機に装備されたプリンタの機能異常 または 印字用紙切れが原因です。

印字用紙の有無を確認後 テスト印字等で正常に動作しているか確認をする必

要があります。

送信エラー，払出異常 または 払出金額が不足です

コインメックの機能異常 または コインメックに保持された釣銭が 指示された金

額にたいし不足していることが原因です。

釣銭の補充を行った後 機能の確認を行う必要があります。



現場チェック

現場マスターに登録された現場の状況を 一覧で確認することができます。

表示される内容は、各現場にたいし最後に取得した 精算機状態・入庫状況 情報

をもとに表示されます。

現場チェックボタンを押下します。

現場チェックウインドが開き、現場マスターに登録された各現場の状況がリスト表

示されます。



表示項目説明

項目名 説明

現場 ID 現場 No(現場マスターの識別 No)

現場名 現場名称(現場マスターの現場名)

精算情 ○：精算機状態・入庫状況 情報を受信した

×：精算機状態・入庫状況 情報を受信していない

入出情 ○：入出庫履歴 情報を受信した

×：入出庫履歴 情報を受信していない

長期駐 ○：入庫中の長期駐車あり

×：入庫中の長期駐車なし

ビルバリ ○：ビルバリメカ正常



×：ビルバリメカ異

コインメック ○：コインメック正常

×：コインメック異常

￥100 ○：釣銭 100円 OK

×：釣銭 100円 NG

￥500 ○：釣銭 500円 OK

×：釣銭 500円 NG



料金算出

設定 2, 設定 3, 設定 4 で指定された課金設定にもとづき 料金を算出することが

できます。料金算出は 料金パターンごとに行います。

料金算出結果には 設定 1 で指定される「料金割引」は適用されません。

また、課金仕様がカスタマイズ(お客様ご要望による仕様)された精算機では、

料金算出結果と実際の利用料金が異なる場合があります。

料金算出ボタンを押下します。



料金計算ウインドが開きます。

PMW10起動後最初の料金算出の場合、入出庫日時に 現在時刻が設定されてい

ます。

PMW10起動後 2回目以降の料金算出の場合、前回算出時の入出庫日時が設定

されています。



設定項目説明

項目 説明

入庫 利用料金を計算したい入庫日時を入力します。

出庫 利用料金を計算したい出庫日時を入力します。

ボタンの説明

項目 説明

[計算開始(料

金パターン 1)]

料金パターン 1で利用料金を算出します。

[計算開始(料

金パターン 2)]

料金パターン 2で利用料金を算出します。

[計算開始(料金パターン 1] または [計算開始(料金パターン 2] ボタンを押下しま

す。それぞれの料金パターンで設定させた課金設定値にしたがって利用料金が計

算されます。

算出過程リストに、利用料金算出時の課金経過を表示します。





利用状況

指定日を含む過去 15日間の利用状況 および 指定日の精算/入庫状況を確認す

ることができます。

以下「利用状況」の説明は、version 1.30以降の PMW10に適用されます。

利用状況グラフは 精算履歴にもとづき 売上金額,稼働率をグラフ表示します。

利用状況グラフは 以下の条件で描画されます。

・売上金額 ： 入庫中車室の料金および不正利用の料金を含まない。

・稼働率 ： 入庫中車室の稼動時間および不正利用の稼働時間を含まない。

稼働率は 出庫時点での利用時間集計にもとづき算出されます。

このため 100％を超える場合があります。目安としてご覧ください。

精算・入庫状況グラフは 精算履歴 および 入庫状況 にもとづき 指定日の売上

金額,稼働率をグラフ表示します。

精算/入庫状況グラフは 以下の条件で描画されます。

・売上金額 ： 指定日に精算(出庫)した全車室の料金を集計します。

・稼働率 ： 指定日の車室毎の稼働時間を示す。不正利用の稼働時間を含ま

ない。

稼働率は 各車室ごとに指定日の 24時間内で 利用された時間

の比率を示しています。利用状況グラフの稼働率とは算出方法に

違いがあることにご注意ください。



利用状況ボタンを押下します。



利用状況ウインドが開きます。

PMW10起動後最初の利用状況確認の場合、指定日に 現在日付が設定されます。

PMW10起動後 2回目以降の利用状況確認の場合、前回確認時の指定日付が設

定されます。



入力項目説明

項目 説明

指定日 指定年月日を入力します。

ボタン説明

項目 説明

現在の指定日を 15日前に更新後 再描画します。

現在の指定日を 1日前に後 再描画更新します。

現在の指定日を 1日後に後 再描画更新します。

現在の指定日を 15日後に後 再描画更新します。

[更新] 指定日の利用状況グラフと精算/入庫状況グラフを再描画

します。

精算・入庫状況グラフを上方に5車室分スクロールします。

精算・入庫状況グラフを上方に1車室分スクロールします。

精算・入庫状況グラフを下方に1車室分スクロールします。

精算・入庫状況グラフを下方に5車室分スクロールします。



表示された 精算・入庫状況グラフの バーグラフをクリックすると、詳細精算情報

が表示されます。



精算機状態・入庫状況の受信

現時点の 現場の精算機状態および各車室の入庫状況を確認するには、精算機

状態・入庫状況を精算機から受信する必要があります。

精算機状態・入庫状況 ボタンを押下します。

ステータスバー

ステータスバーに 以下のように表示されます。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機からデータ受信中です」

↓

「精算機状態・入庫状況データの受信が完了しました」



接続回線状態にもよりますが、約 12秒でデータの受信が完了します。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機接続でタイムアウトしました」

「精算機状態・入庫状況データの受信がタイムアウトしました」

と表示される場合は、接続する現場の現場マスターデータに間違いがないか確認

してください。PC(PMW10を起動している PC)が接続するネットワーク環境や モバイ

ル網の状態により接続ができない場合やデータの送受信が大きく遅延する場合が

あります。こういった場合は しばらく時間を置いて確認してください。

「受信精算機状態データに異常があります。再取得してください。」

と表示される場合は、受信データの中に異常があったことを示します。これは 回

線状態等によるデータの欠損やデータ化けが原因です。再度 精算機状態・入庫

状況の受信を行ってください。

各車室の入庫状態、精算機状態タブの集計情報,標準モジュール状態,釣銭枚数,

精算履歴,未払履歴が更新されます。



集計情報

標準モジュール状態

釣銭枚数

入庫状態

精算履歴

未払履歴

入庫状況マークの説明

各車室の入庫状況は 以下の 3つの状態で表示されます。

マーク 説明

未入庫状態

入庫状態でフラップが上昇していない状態

入庫状態でフラップが上昇している状態

(この状態は車室にフラップが設置されている場合のみ)



集計情報の説明

集計開始日時(前回の集計＆クリア処理日時(*1))を起点とした集計情報が表示さ

れます。

(*1) 精算機の操作で、「集計＆クリア処理」処理を実行した日時。

項目 説明

利用台数 集計開始日時～現時点までの利用台数

入金金額合計 集計開始日時～現時点までの現金入金金額合計

預り金額合計 集計開始日時～現時点までの預り金額合計

(預かり金額とは 精算時に支払うべきお釣りが不足(コイ

ン入出機の保持数が不足)し 利用者に返金できなかっ

た金額)

遠隔返金合計 PMW10の返金処理で返金した金額の合計

返金処理については 精算機の制御を参照ください。

未払台数 利用料金を支払わずに出庫した台数

未払金額合計 利用料金を支払わずに出庫したことによる損金額合計



各標準モジュール状態の説明

プリンタ,ビルバリメカ,コインメックの状態が表示されます。

項目 説明

領収書 正常：正常に動作し 印字用紙切れではない

異常：動作異常 または 印字用紙切れ

ビルバリ 正常：正常に動作している

異常：動作が異常

コインメック 正常：正常に動作している

異常：動作が異常

釣銭 10円 正常：釣銭保有枚数が規定枚数以上

異常：釣銭保有枚数が規定枚数未満

釣銭 50円 正常：釣銭保有枚数が規定枚数以上

異常：釣銭保有枚数が規定枚数未満

釣銭 100円 正常：釣銭保有枚数が規定枚数以上

異常：釣銭保有枚数が規定枚数未満

釣銭 500円 正常：釣銭保有枚数が規定枚数以上

異常：釣銭保有枚数が規定枚数未満



釣銭枚数の説明

集計開始日時(前回の集計＆クリア処理日時(*1))を起点としたコインメック,ビルバ

リメカの状況が表示されます。

精算機の仕様により各項目情報が表示されない場合があります。

(*1) 精算機の操作で、「集計＆クリア処理」処理を実行した日時。

項目 説明

釣銭 10円 設定枚数,保有枚数,払出枚数,増減(入金数-出金数)

釣銭 50円 設定枚数,保有枚数,払出枚数,増減(入金数-出金数)

釣銭 100円 設定枚数,保有枚数,払出枚数,増減(入金数-出金数)

釣銭 500円 設定枚数,保有枚数,払出枚数,増減(入金数-出金数)

紙幣 入金枚数



精算履歴の説明

集計開始日時(前回の集計＆クリア処理日時)を起点とした精算履歴が表示されま

す。また、精算履歴は 精算機内に保持される最新の 100件のみが表示されます。

表示されない過去の精算履歴を確認したい場合は、入出庫履歴の受信後 稼動詳

細タグを選択することで確認できます。

状態は以下のように分類されます。

表示 説明

OK 精算完了

Return 返却

TimeOut タイムアウト

CardNG クレジットカード NG

CardComErr クレジットカード通信エラー

PW Err クレジットカード暗証番号エラー

CardOK クレジットカード OK

TimeOverOK クレジットカードタイムオーバー OK

TimeOverNG クレジットカードタイムオーバー NG



未払履歴の説明

集計開始日時(前回の集計＆クリア処理日時)を起点とした未払履歴が表示されま

す。また、未払い履歴は 精算機内に保持される最新の 32件のみが表示されます。

表示されない過去の未払履歴を確認したい場合は、入出庫履歴の受信後 稼動詳

細タグを選択することで確認できます。

入庫状態タブの入庫状態が更新されます。

入庫状態



入出庫履歴の受信

現時点の 入出庫履歴を確認するには、入出庫履歴を精算機から受信する必要が

あります。

精算機内に記憶できる入出庫履歴(精算履歴)は 最大 1000件です。

1000件を超える入出庫履歴(精算履歴)を記憶するケースでは、もっとも古い情

報が削除され 新しい情報が記憶されます。

指定期間に 1000件を超える利用が見込まれる現場の場合、前回の入出庫履

歴の受信から 指定期間未満以内に 入出庫履歴の受信をすることをおすすめ

します。



入出庫履歴 ボタンを押下します。

ステータスバー

ステータスバーに 以下のように表示されます。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機からデータ受信中です」

↓

「入出庫履歴データの受信が完了しました」

接続回線状態にもよりますが、約 60秒でデータの受信が完了します。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機接続でタイムアウトしました」

「入出庫履歴データの受信がタイムアウトしました」



と表示される場合は、接続する現場の現場マスターデータに間違いがないか確認

してください。PC(PMW10を起動している PC)が接続するネットワーク環境や モバイ

ル網の状態により接続ができない場合やデータの送受信が大きく遅延する場合が

あります。こういった場合は しばらく時間を置いて確認してください。

「受信入出庫データに異常があります。再取得してください。」

と表示される場合は、受信データの中に異常があったことを示します。これは 回

線状態等によるデータの欠損やデータ化けが原因です。再度 入出庫履歴の受信

を行ってください。



入庫状態タブの入庫中・精算履歴グラフがが更新されます。

入庫中・精算履歴グラフ



精算履歴グラフの操作と見方

説明

[操作] 上方へ 5車室分グラフをスクロール

[操作] 上方へ 1車室分グラフをスクロール

[操作] 下方へ 1車室分グラフをスクロール

[操作] 下方へ 5車室分グラフをスクロール

[操作] グラフ表示日を 10日前へ

[操作] グラフ表示日を 1日前へ

[操作] グラフ表示日を 1日後へ

[操作] グラフ表示日を 10日後へ

精算履歴 精算手段ごとに入庫～出庫までをバーグラフで表示

入庫中 で入庫～現時点までをバーグラフで表示

精算後の出庫遅延により 再度入庫状態になったことを示す表

示。

再ロックマークは、車両の出庫までの間のみ表示されます。



稼動詳細タブの稼動詳細が更新されます。



稼動詳細(状況)の説明

状況 説明

通常利用 現金での精算が完了した

不正利用 利用料金の未払いが発生した

月極利用 月極めカードでの精算が完了した

サービス券 サービス券での精算が完了した

メダル サービスメダルでの精算が完了した

無料 無料時間内の利用

クレジット クレジットカードでの精算が完了した

電子マネー 電子マネーでの精算が完了した

ビジネス ビジネスカードでの精算が完了した



稼動詳細の操作と見方

リストアップされる精算履歴は現時点を含む過去 3 ヶ月の精算履歴です。

説明

精算形態

選択

リストアップする精算履歴を 精算形態で選択します。

車室番号 リストアップする精算履歴を 車室番号で選択します。

全選択 「通常利用」～「ビジネスカード」の全てを選択します。

全非選択 「通常利用」～「ビジネスカード」の全てを非選択します。

表示更新 選択された精算形態 および/または 車室番号の精算履歴を

リストアップします。

稼働詳細リスト上で 右クリックした場合、ポップアップメニューが表示されます。

「クリップボードにコピー」を選択した場合

リストの表示内容が クリップボードにコピーされます。

テキストデータとして 貼り付けができます。

「稼働データをファイルに出力」を選択した場合

リストの表示内容が CSV形式でファイルに保存されます。

Excel等のソフトウェアで読み込むことができます。



保守履歴の受信

保守履歴(精算機の動作状態)を確認するには、保守履歴情報を精算機から受信

する必要があります。

保守履歴の閲覧は、PMW10起動時に管理者パスワードを入力した場合のみ

可能です。

「保守履歴」ボタンを押下します。

ステータスバー

ステータスバーに 以下のように表示されます。

「精算機への接続中です」



↓

「精算機からデータ受信中です」

↓

「保守履歴データの受信が完了しました」

接続回線状態にもよりますが、約 15秒でデータの受信が完了します。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機接続でタイムアウトしました」

「保守履歴データの受信がタイムアウトしました」

と表示される場合は、接続する現場の現場マスターデータに間違いがないか確認

してください。PC(PMW10を起動している PC)が接続するネットワーク環境や モバイ

ル網の状態により接続ができない場合やデータの送受信が大きく遅延する場合が

あります。こういった場合は しばらく時間を置いて確認してください。

保守履歴タブの保守履歴リストが更新されます。



保守履歴は 精算機内に保持される最新の 500件のみが表示されます。

保守履歴内容は 精算機の仕様により同じ識別コードで異なる事象を表現する場

合があります。

保守履歴(内容)の説明

内容 説明

電源 ON 精算機の電源が ON された

メモリクリア 精算機のメモリクリアが実施された

メモリオールクリア 精算機のオールメモリクリアが実施された

コインメック OK コインメック状態 OK

コインメック NG コインメック状態 NG(釣銭切れを含む)

ビルバリ OK ビルバリ状態 OK

ビルバリ NG ビルバリ状態 NG(収容紙幣フルを含む)



メンテナンス Enter メンテナンスモードに入った

メンテナンス Exit メンテナンスモードを終了した

メンテナンス No.XX メンテナンス No.XXを実行された

ドア Open 精算機ドアがオープンされた

ドア Close 精算機ドアがクローズされた

売上集計印刷 売上集計印刷が実行された

売上集計印刷クリア 売上集計印刷クリアが実行された

売上累計印刷 売上累計印刷が実行された

保守履歴印刷 保守履歴印刷が実行された

釣銭初期設定 釣銭初期設定が実行された

釣銭補充 釣銭補充が実行された

釣銭合せ 釣銭合せが実行された

強制解錠 No.XX 車室 No.XXが強制解錠された

遠隔解錠 No.XX 車室 No.XXが遠隔解錠された

遠隔施錠 No.XX 車室 No.XXが遠隔施錠された

遠隔返金 XXXX円 遠隔で XXX円返金された

遠隔領収書発行 XXXX円 遠隔で XXXXX円の領収書が発行された

遠隔時計設定 遠隔で 精算機時刻が設定された

遠隔設定データ更新 遠隔で 精算機設定データが更新された

遠隔入庫時刻変更 No.XX 遠隔で 車室 No.XXの入庫時刻が変更された

遠隔車室リセット No.XX 遠隔で 車室 No.XXの管理がリセットされた

防犯キー ON 防犯キーが ONにされた

防犯キー OFF 防犯キーが OFFにされた

暗証番号 XXXX 暗証番号 XXXXが入力された

発券処理番号 XXXX XXXXの発券を実施した

電子ロック 閉 電子ロックが閉じるにされた

電子ロック 開 電子ロックが開くにされた

ビルバリエラー ビルバリの異常発生



コインメックエラー コインメックの異常発生

プリンタエラー プリンタの異常発生

カードリーダーエラー カードリーダーの異常発生

表示機エラー 表示機の異常発生

ロック装置上昇異常 ロックの装置上昇異常発生

ロック装置下降異常 ロックの装置下降異常発生

紙幣警告 OFF 紙幣収容警告が OFFになった

紙幣警告 ON 紙幣収容警告が ONになった

釣銭警告 OFF 釣銭なし警告が OFFになった

釣銭警告 ON 釣銭なし警告が ONになった

紙切警告 OFF 印字用紙なし警告が OFFになった

紙切警告 ON 印字用紙なし警告が ONになった

未払/カード警告 OFF 未払い警告 OFFにした

未払/カード警告 ON 未払い警告 ONにした

停電復帰 停電が復帰した

停電処理開始 停電を検出し処理を開始した



設定データの受信

精算機の設定データを取得/確認するには、設定データ情報を精算機から受信す

る必要があります。

ステータスバー

ステータスバーに 以下のように表示されます。

「精算機への接続中です」

↓

「精算機からデータ受信中です」

↓

「設定データの受信が完了しました」

接続回線状態にもよりますが、約 5秒でデータの受信が完了します。



「精算機への接続中です」

↓

「精算機接続でタイムアウトしました」

「設定データの受信がタイムアウトしました」

と表示される場合は、接続する現場の現場マスターデータに間違いがないか確認

してください。PC(PMW10を起動している PC)が接続するネットワーク環境や モバイ

ル網の状態により接続ができない場合やデータの送受信が大きく遅延する場合が

あります。こういった場合は しばらく時間を置いて確認してください。

設定 1, 設定 2, 設定 3, 設定 4, 設定 5, 設定 6 タグの設定データが更新されま

す。

更新される 各設定データについては、精算機の機能設定(設定 1)～精算機の機

能設定(設定 6)を参照ください。



精算機状態・入庫状況 入出庫履歴の自動取得

精算機の精算機状態 入庫状況 入出庫履歴を 自動で各現場から受信すること

ができます。この機能を利用するには、現場マスターの各現場の設定で 「定時呼

び出し」を「する」に設定しておく必要があります。現場マスターの設定については、

現場マスターの作成 または 現場マスターの変更と削除 を参照ください。

以下の説明は version 1.30以降の PMW10に適用されます。

精算機の精算機状態 入庫状況 入出庫履歴 自動取得 ボタンを押下します。

ステータスバー



処理開始の確認画面が表示されます。[OK]ボタンを押下します。

自動取得中のメッセージが表示され、画面の操作は基本的にできなくなります。

自動取得中メッセージをダブルクリックすることで、自動取得処理を中断することが

できます。ただし、対象現場精算機からのデータ取得中である場合、その取得処

理終了後 自動取得処理を終了します。次の対象現場精算機からのデータ取得に

は移行しましません。

また、自動取得処理を中断した場合、取得対象現場からの取得結果(OK/NG)は表

示されません。

自動取得中にメッセージをダブルクリックした場合、メッセージに「[中断受付]」が表

示されます。表示されない場合は 再度ダブルクリックしてください。



自動取得処理の終了後 取得対象現場からの取得結果(OK/NG)が表示されます。

[OK]ボタンを押下します。自動取得処理を中断した場合は 表示されません。

自動受信後の情報更新は 精算機状態・入庫状況受信,入出庫履歴受信後と同様

です。約 5分経過するか [OK]ボタン押下で 自動取得結果ウインドがクローズしま

す。



売上集計

PMW10に蓄積された精算履歴にもとづき 指定日,指定週,指定月の売上を集計す

ることができます。

売上集計するには、メインメニューの[集計]-[売上集計]を選択します。



選択項目 入力項目 の説明

項目 説明

集計方法 日次集計,週次集計,月次集計のいずれかを選択します。

集計期間 集計期間を入力します。

日次の場合 特定の年月日

週次の場合 開始年月日～終了年月日

月次の場合 開始年月日～終了年月日

PMW10起動後最初の売上集計処理の場合、本日の日

付が表示されます。2回目以降の処理の場合 前回の指

定日が表示されます。

出力項目 集計結果をクリップボードやファイル(CSV形式)で出力す

るときの項目(精算手段)を選択します。

画面の集計リストには 全ての項目が表示されます。

[集計開始] 指定集計方法,集計期間の売上を集計します。

日次の場合 指定日の車室番号ごとに集計

週次の場合 指定週の日付ごとに集計

月次の場合 指定月の日付ごとに集計



ボタン の説明

項目 説明

集計期間を更新します。

日次の場合 1日前の年月日

週次の場合 1週間前の開始/終了年月日

月次の場合 1 ヶ月前の開始/終了年月日

集計期間を更新します。

日次の場合 1日後の年月日

週次の場合 1週間後の開始/終了年月日

月次の場合 1 ヶ月後の開始/終了年月日

[集計開始] 指定集計方法,集計期間の売上を集計します。

日次の場合 指定日の車室番号ごとに集計

週次の場合 指定週の日付ごとに集計

月次の場合 指定月の日付ごとに集計



日次集計結果(例)

週次集計結果(例)



月次集計結果(例)

注意

集計結果の「行の合計」 および 「総合計」は、選択された出力項目(精算手段)

に関わらず 全項目(精算手段)の合計となることに注意してください。



集計結果をクリップボードにコピー

月次の集計結果をクリップボードにコピーする例。

クリップボードにコピーしたいデータ(出力項目(精算手段))を選択します。

マウスでコピーしたい集計データをドラックします。



右クリックします。



表示されたポップアップメニューから「選択範囲のデータを Clipボードにコピー」

を選択します。

クリップボードにコピーしたデータ(出力項目：一般 のみ)をテキストエディタで表

示した例です。

,一般,,合計,

日付,台数,金額,台数,金額,

2020/10/01,17,6300,23,9000,

2020/10/02,15,7100,18,8700,

2020/10/03,24,12500,26,14400,

2020/10/04,10,4100,11,4700,

2020/10/05,19,9800,23,13400,

2020/10/06,18,6900,23,8600,

2020/10/07,27,8900,28,9600,

2020/10/08,29,13400,39,19000,

2020/10/09,23,8600,29,10800,

2020/10/10,22,9200,24,10700,

注意

集計結果の「行の合計」 および 「総合計」は、選択された出力項目(精算手段)

に関わらず 全項目(精算手段)の合計となることに注意してください。



集計結果をファイルに保存

手順は「クリップボードへのコピー」と同じですが、右クリックに表示されるポップ

アップメニューから「選択範囲のデータをファイルに保存する」を選択します。

保存されるファイルは CSV形式ですので、Excel等で表示することができます。

ファイルに出力したデータ(出力項目：一般, 割引, クレジット)を Excelで表示した

例です。

注意

集計結果の「行の合計」 および 「総合計」は、選択された出力項目(精算手段)

に関わらず 全項目(精算手段)の合計となることに注意してください。



集計結果の表イメージをクリップボードにコピー

以下の説明は version 1.29以降の PMW10に適用されます。

手順は 右クリックに表示されるポップアップメニューから「表イメージを Clipボー

ドにコピー」を選択します。

Clipボードにコピーされますので、報告書等にイメージ(画像)として貼り付けるこ

とができます。

月次集計で 「一般」「クレジット」を出力項目として選択した場合、Clipボードにコ

ピーされる表のイメージは 以下の例のようになります。



表イメージ例

注意

「集計結果の表イメージをクリップボードにコピー」処理では、「行の合計」 およ

び 「総合計」が表示されません。

選択された出力項目の台数/売上合計は最下行に表示されます。



日次稼働状況

PMW10に蓄積された精算履歴にもとづき 指定日を含む過去 21日間の 日ごとの

稼働状況を確認することができます。

日次稼働状況を確認するには、メインメニューの[集計]-[日次稼動状況]を選択しま

す。





選択項目 入力項目 の説明

項目 説明

指定日 日次稼動状況を集計・表示させる最後の年月日を入力し

ます。

入庫チェック

ボックス

日次稼働状況集計条件(入庫時間)を指定します。

集計条件(入庫)を指定すると稼働率は集計されません。

入庫時分 入庫時間(開始時間～終了時間)

出庫チェック

ボックス

日次稼働状況集計条件(出庫時間)を指定します。

集計条件(出庫)を指定すると稼働率は集計されません。

出庫時分 出庫時間(開始時間～終了時間)

オフセット

チェックボック

ス

グラフの売上金額,利用台数,不正金額,不正台数,稼働率

各ラインが重なって見にくい場合にチェックします。各ライ

ンが縦軸方向にオフセットされ表示されます。

表示項目 ボタン 説明

項目 説明

指定日を 1日前に更新します。

指定日を 1日後に更新します。

[集計開始] 指定日,指定入出庫時間にもとづいて集計しグラフ表示し

ます。

グラフ 日次稼働状況集計結果のグラフ表示です。

リスト グラフの各ポイントを数値(台数/金額/％)で表示していま

す。



集計グラフをクリップボードにコピー

グラフ上で右クリックします。

表示されたポップアップメニューから「集計グラフをクリップボードボードにコピー

する」を選択します。

クリップボードにコピーした画像を画像エディタに貼りつけた例です。

Wordや Excel等で レポート作成時には画像として貼り付けができます。





集計結果をファイルに保存

手順は「クリップボードへのコピー」と同じですが、右クリック時に表示されるポッ

プアップメニューから「集計データをファイルに保存する」を選択します。

保存されるファイルは CSV形式ですので、Excel等で表示することができます。

ファイルに出力した集計データを Excelで表示した例です。



週次稼働状況

PMW10に蓄積された精算履歴にもとづき 指定日を含む過去 12週間の 週ごとの

稼働状況を確認することができます。

週次稼働状況を確認するには、メインメニューの[集計]-[週次稼動状況]を選択しま

す。





選択項目 入力項目 の説明

項目 説明

指定日 週次稼動状況を集計・表示させる最後の年月日を入力し

ます。

入庫チェック

ボックス

週次稼働状況集計条件(入庫時間)を指定します。

集計条件(入庫)を指定すると稼働率は集計されません。

入庫時分 入庫時間(開始時間～終了時間)

出庫チェック

ボックス

週次稼働状況集計条件(出庫時間)を指定します。

集計条件(出庫)を指定すると稼働率は集計されません。

出庫時分 出庫時間(開始時間～終了時間)

オフセット

チェックボック

ス

グラフの売上金額,利用台数,不正金額,不正台数,稼働率

各ラインが重なって見にくい場合にチェックします。各ライ

ンが縦軸方向にオフセットされ表示されます。

表示項目 ボタン の説明

項目 説明

指定日を 1日前に更新します。

指定日を 1日後に更新します。

[集計開始] 指定日,指定入出庫時間にもとづいて集計しグラフ表示し

ます。

グラフ 週次稼働状況集計結果のグラフ表示です。

リスト グラフの各ポイントを数値(台数/金額/％)で表示していま

す。



集計グラフをクリップボードにコピー

グラフ上で右クリックします。

表示されたポップアップメニューから「集計グラフをクリップボードボードにコピー

する」を選択します。

Wordや Excel等で レポート作成時には画像として貼り付けができます。



集計結果をファイルに保存

手順は「クリップボードへのコピー」と同じですが、右クリック時に表示されるポッ

プアップメニューから「集計データをファイルに保存する」を選択します。

保存されるファイルは CSV形式ですので、Excel等で表示することができます。



月次稼働状況

PMW10に蓄積された精算履歴にもとづき 指定日を含む過去 12 ヶ月間の 月ごと

の稼働状況を確認することができます。

月次稼働状況を確認するには、メインメニューの[集計]-[月次稼動状況]を選択しま

す。





選択項目 入力項目 の説明

項目 説明

指定日 週次稼動状況を集計・表示させる最後の年月日を入力し

ます。

入庫チェック

ボックス

月次稼働状況集計条件(入庫時間)を指定します。

集計条件(入庫)を指定すると稼働率は集計されません。

入庫時分 入庫時間(開始時間～終了時間)

出庫チェック

ボックス

月次稼働状況集計条件(出庫時間)を指定します。

集計条件(出庫)を指定すると稼働率は集計されません。

出庫時分 出庫時間(開始時間～終了時間)

オフセット

チェックボック

ス

グラフの売上金額,利用台数,不正金額,不正台数,稼働率

各ラインが重なって見にくい場合にチェックします。各ライ

ンが縦軸方向にオフセットされ表示されます。

表示項目 ボタン の説明

項目 説明

指定日を 1日前に更新します。

指定日を 1日後に更新します。

[集計開始] 指定日,指定入出庫時間にもとづいて集計しグラフ表示し

ます。

グラフ 月次稼働状況集計結果のグラフ表示です。

リスト グラフの各ポイントを数値(台数/金額/％)で表示していま

す。



集計グラフをクリップボードにコピー

グラフ上で右クリックします。

表示されたポップアップメニューから「集計グラフをクリップボードボードにコピー

する」を選択します。

Wordや Excel等で レポート作成時には画像として貼り付けができます。



集計結果をファイルに保存

手順は「クリップボードへのコピー」と同じですが、右クリック時に表示されるポッ

プアップメニューから「集計データをファイルに保存する」を選択します。

保存されるファイルは CSV形式ですので、Excel等で表示することができます。



時間帯別稼働状況

PMW10に蓄積された精算履歴にもとづき 指定期間の利用時間帯ごとに稼働状

況を確認することができます。

時間帯別稼動状況を確認するには、メインメニューの[集計]-[時間帯別稼動状況]

を選択します。





選択項目 入力項目 の説明

項目 説明

指定期間 時間帯別稼動状況を集計・表示させる期間(開始年月日

～終了年月日)を入力します。

入庫チェック

ボックス

時間帯別稼働状況集計条件(入庫時間)を指定します。

集計条件(入庫)を指定すると稼働率は集計されません。

入庫時分 入庫時間(開始時間～終了時間)

出庫チェック

ボックス

時間帯別稼働状況集計条件(出庫時間)を指定します。

集計条件(出庫)を指定すると稼働率は集計されません。

出庫時分 出庫時間(開始時間～終了時間)

オフセット

チェックボック

ス

グラフの売上金額,利用台数,不正金額,不正台数,稼働率

各ラインが重なって見にくい場合にチェックします。各ライ

ンが縦軸方向にオフセットされ表示されます。

表示項目 ボタン の説明

項目 説明

指定日を 1日前に更新します。

指定日を 1日後に更新します。

[集計開始] 指定期間,指定入出庫時間にもとづいて集計しグラフ表示

します。

グラフ 時間帯別稼働状況集計結果のグラフ表示です。

リスト グラフの各ポイントを数値(台数/金額/％)で表示していま

す。



集計グラフをクリップボードにコピー

グラフ上で右クリックします。

表示されたポップアップメニューから「集計グラフをクリップボードボードにコピー

する」を選択します。

Wordや Excel等で レポート作成時には画像として貼り付けができます。



集計結果をファイルに保存

手順は「クリップボードへのコピー」と同じですが、右クリック時に表示されるポッ

プアップメニューから「集計データをファイルに保存する」を選択します。

保存されるファイルは CSV形式ですので、Excel等で表示することができます。



曜日別稼働状況

PMW10に蓄積された精算履歴にもとづき 指定期間の利用曜日ごとに稼働状況

を確認することができます。

曜日別稼動状況を確認するには、メインメニューの[集計]-[曜日別稼動状況]を選

択します。





選択項目 入力項目 の説明

項目 説明

指定日 曜日別稼動状況を集計・表示させる期間(開始年月日～

終了年月日)を入力します。

入庫チェック

ボックス

曜日別稼働状況集計条件(入庫時間)を指定します。

集計条件(入庫)を指定すると稼働率は集計されません。

入庫時分 入庫時間(開始時間～終了時間)

出庫チェック

ボックス

曜日別稼働状況集計条件(出庫時間)を指定します。

集計条件(出庫)を指定すると稼働率は集計されません。

出庫時分 出庫時間(開始時間～終了時間)

オフセット

チェックボック

ス

グラフの売上金額,利用台数,不正金額,不正台数,稼働率

各ラインが重なって見にくい場合にチェックします。各ライ

ンが縦軸方向にオフセットされ表示されます。

表示項目 ボタン の説明

項目 説明

指定日を 1日前に更新します。

指定日を 1日後に更新します。

[集計開始] 指定期間,指定入出庫時間にもとづいて集計しグラフ表示

します。

グラフ 曜日別稼働状況集計結果のグラフ表示です。

リスト グラフの各ポイントを数値(台数/金額/％)で表示していま

す。



集計グラフをクリップボードにコピー

グラフ上で右クリックします。

表示されたポップアップメニューから「集計グラフをクリップボードボードにコピー

する」を選択します。

Wordや Excel等で レポート作成時には画像として貼り付けができます。



集計結果をファイルに保存

手順は「クリップボードへのコピー」と同じですが、右クリック時に表示されるポッ

プアップメニューから「集計データをファイルに保存する」を選択します。

保存されるファイルは CSV形式ですので、Excel等で表示することができます。



利用時間毎稼働状況

PMW10に蓄積された精算履歴にもとづき 指定期間の利用時間ごとに稼働状況

を確認することができます。

利用時間毎稼動状況を確認するには、メインメニューの[集計]-[利用時間毎稼動

状況]を選択します。



選択項目 入力項目 の説明

項目 説明

指定日 利用時間毎稼動状況を集計・表示させる期間(開始年月

日～終了年月日)を入力します。

表示項目 ボタン の説明

項目 説明

[集計開始] 指定期間,指定入出庫時間にもとづいて集計しグラフ表示

します。

グラフ 利用時間毎稼働状況集計結果のグラフ表示です。

リスト グラフの各ポイントを数値(％)で表示しています。



集計グラフをクリップボードにコピー

グラフ上で右クリックします。

表示されたポップアップメニューから「集計グラフをクリップボードボードにコピー

する」を選択します。

Wordや Excel等で レポート作成時には画像として貼り付けができます。



集計結果をファイルに保存

手順は「クリップボードへのコピー」と同じですが、右クリック時に表示されるポッ

プアップメニューから「集計データをファイルに保存する」を選択します。

保存されるファイルは CSV形式ですので、Excel等で表示することができます。



稼働データ CSV ファイル出力

指定期間の稼働情報を CSV ファイル形式で出力することができます。

稼動データ CSV ファイル出力を行うには、メインメニューの[集計]-[稼働データ CSV

ファイル出力]を選択します。



入力項目 の説明

項目 説明

指定期日 CSV形式ファイル出力したい開始期日と終了期日を入力

します。

表示項目 ボタン の説明

項目 説明

[CSV 形式ファ

イルの出力]

指定期間の稼働情報を CSV形式で 指定のファイルに保

存します。

[CSV形式ファイルの出力]ボタン押下時、指定期間入力内容がチェックされ、

保存ファイルファイル名の指定ウインドが開きます。



操作説明

操作説明を表示するには、メインメニューの[ヘルプ]-[操作説明]を選択します。

現在ご覧になっているウインドがオープンします。



バージョン表示

Parot Manager W10のバージョンを確認するには、メインメニューの[ヘルプ]-[バー

ジョン]を選択します。



現場マスターの変更と削除

現場マスター設定内容は 必要に応じて変更と削除を行うことができます。

現場の変更(現場マスター設定内容の変更)

現場マスターの作成・更新は、メインメニューの[設定]-[現場マスター]を選択するこ

とで 実施します。。

[ご注意]

現場マスターの「識別 No」を変更した場合、取得済み情報との関連性が失われ

ます。過去に一度でも 精算機から情報取得を行った現場の場合 「識別 No」を

変更しないことをおおすすめします。



現場マスターリストで変更したい現場の選択(左クリック)後、右クリックします。表

示されるメニューから「変更」を選択します。



以下項目を編集(変更)します。

項目 説明

識別 No 現場を識別するための IDです。4桁の数字を入力し

ます。

識別 Noの変更は 注意が必要です

現場名 現場名称です。全角 15文字まで入力できます。

[注意]

ここで入力された現場名称は PMW10内でのみ使

用される現場名称です。精算機が領収書等に印字

する現場名称ではありません。

IPアドレス 精算機に搭載されるモバイルルーターに表記されて

います。表記されていない場合は 弊社担当者まで

お問合せください。

Port 精算機に搭載されるモバイルルーターに表記されて

います。表記されていない場合は 弊社担当者まで

お問合せください。



車室数 現場で実際に入出庫される車室数です。

車室数 現場で実際に運用される車室数です。

最大車室数 現場の精算機が制御可能な車室数です。

[参考]

必ずしも 車室数と最大車室を一致させる必要はあ

りません。ただし、車室数＞最大車室数 となる設定

は許されません。

定時呼出 「する」を選択した場合、自動情報取得ボタン押下時

の対象現場 および 指定曜日・時間の自動情報取

得時の 対象現場となります。

機能の詳細・設定方法については、「精算機状態・

入庫状況と入出庫履歴の自動取得」または「システ

ム設定」を参照ください。

各項目の入力後[OK]ボタンを押下してください。

[OK]ボタンを押下時に 各入力内容をチェックします。入力内容が正しくない

場合、エラーメッセージが表示されます。



[現場マスターの更新]ボタンを押下します。

[現場マスターの更新]ボタンを押下せずに、現場マスターの設定ウインドを

閉じた場合、新規・変更・削除の各操作内容は破棄されます。

現場名を変更(例)



現場の削除

現場マスターの作成・更新は、メインメニューの[設定]-[現場マスター]を選択するこ

とで 実施します。。

[ご注意]

現場マスターの現場を削除した場合、取得済み情報が削除されます。過去

に一度でも 精算機から情報取得を行った現場の場合 現場を削除しないこ

とをおすすめします。



現場マスターリストで変更したい現場の選択(左クリック)後、右クリックします。表

示されるメニューから「削除」を選択します。



削除対象の現場内容の確認後[OK]ボタンを押下してください。



識別No.0001現場が削除された例

[現場マスターの更新]ボタンを押下します。

[現場マスターの更新]ボタンを押下せずに、現場マスターの設定ウインドを

閉じた場合、新規・変更・削除の各操作内容は破棄されます。



精算機の機能設定(設定 1)

PMW10で 精算機の機能および動作の設定を行うことができます。

「設定 1」では、精算機の動作機能を設定します。

[ご注意]

現場に設置・運用中の精算機は すでに 管理者 または 弊社担当者が機能

設定を行っています。

精算機に間違った設定を行うことにより、正常に動作しなくなったり、集計デー

タの情報関連性が失われたりすることがあります。

設定の変更をされる場合は、機能内容を十分理解したうえで実施してください。

[ご注意]

設定の変更を行う前に、精算機から設定データの受信を行っておくことをおす

すめします。設定データの受信については、設定データの受信を参照ください。



「設定１」タブを選択することで 設定を変更することができます。

「設定１」で 変更が可能な項目は以下のとおりです。

項目 説明

システム時計 前回 精算機から設定データを受信した日時が表示

されます。

機台番号 精算機の機台番号です。領収書印刷時に印字され

る機台番号です。

満車台数 満車台数です。

満空灯(オプション)が設置されている現場で、指定台

数(満車台数 )の車両が入庫中の場合 満空灯に

「満」等が表示されます。

車止め ON タ

イム

車止め(フラップ)を上昇させるまでの待ち時間です。

フラップ設置現場のみ有効です。



車両入庫→無料時間経過→車止め ON タイム経過

後 車止め(フラップ)が上昇します。

無料時間については 設定 2を参照ください。

防犯ベル ON

タイム

防犯ベルが鳴動し続ける時間です。

精算機の防犯キーを解除せずに 精算機のドアをオ

ープンした場合 防犯ベルが鳴動します。

駐車券発行可

能時間

入庫後 この指定時間経過まで 駐車券発行機能が

有効です。

駐車券発行機能を装備する精算機のみ有効です。

領収書名 領収書等に印字される現場名称です。

最大 3行 最大全角 15文字/行 が設定可能です。

料金割引 利用料金が指定金額以上の場合、指定金額 また

は 指定比率で割り引きます。

この機能は 標準精算機仕様ではありません。装備

していない精算機もあります。

自動釣銭合せ 精算機に装備されたコイン入出機の釣銭合せ機能

を有効にするかどうかの設定です。

この機能を有効にした場合、精算機のつり銭口がコ

インで溢れ メンテナンスが必要となることがありま

す。この機能を有効にしないことをおすすめします。

表示機に時計

を表示

精算機の液晶表示機に現在時間を表示するかどう

かの設定です。

表示機に表示される時刻は表示機が保持する時刻

で 精算機内部の時刻(入出庫管理や料金算出のベ

ースとなる時刻)と一致していません。表示を無効に

することをおすすめします。

電子マネー 電子マネー決済を有効にするかどうかの設定です。

電子マネー決済用モジュールを装備する精算機の



み有効です。

料金表示 利用料金の表示時 投入料金を表示するか残り金

額を表示するかを設定します。

連泊昼間割引 利用者が連泊した場合 連泊中の昼間料金を無料

にするかどうかの設定です。

カスタム仕様(特定お客様向け)で製造された精算機

のみ有効です。

車室番号 /料

金パターン

現場車室の車室番号と料金パターンを設定します。

料金パターンについては、設定 2 設定 3 を参照くだ

さい。

各項目の入力後 精算機に設定を反映する場合は [全設定データを精算機に

送信]ボタンを押下してください。

[全設定データを精算機に送信]ボタン押下により、設定 1以外の設定も精算機

に反映されます。[全設定データを精算機に送信]ボタン押下前に 必ず他の設

定(設定 2, 設定 3, 設定 4, 設定 5, 設定 6)内容を確認してください。



精算機の機能設定(設定 2)

PMW10で 精算機の機能および動作の設定を行うことができます。

「設定 2」では 平日の利用料金算出に関する設定を行います。設定は 料金パタ

ーン 1 と料金パターン 2に分けて設定します。車室ごとの料金パターン選択につい

ては 設定 1を参照ください。

[ご注意]

現場に設置・運用中の精算機は すでに 管理者 または 弊社担当者が機能

設定を行っています。

精算機に間違った設定を行うことにより、正常に動作しなくなったり、集計デー

タの情報関連性が失われたりすることがあります。

設定の変更をされる場合は、機能内容を十分理解したうえで実施してくださ

い。

[ご注意]

設定の変更を行う前に、精算機から設定データの受信を行っておくことをおす

すめします。設定データの受信については、設定データの受信を参照くださ

い。



「設定 2」タブを選択することで 設定を変更することができます。

「設定 2」タブ内の「料金パターン 1」または「料金パターン 2」タブを選択すること

で 料金パターンごとの設定ができます。



「設定 2」で 変更が可能な項目は以下のとおりです。各料金パターンで同等の

設定が可能ですが、時間帯 および 無料時間については 料金パターン 1のみ

で設定可能です。

項目 説明

時間帯 A 時間帯 Aの開始時間を設定します。

時間帯 Aの開始時間のみを設定した場合、終日が

対象となります。

時間帯 A

無料時間

時間帯 Aの無料時間(分)を設定します。

入庫後 この時間経過後に課金を開始します。

時間帯 A

初期時間

時間帯 Aの初期時間(分)を設定します。

無料時間経過後の初期料金課金対象時間です。

時間帯 A

初期料金

時間帯 Aの初期金額を設定します。

時間帯 A 時間帯 Aの繰返時間(分)を設定します。



繰返時間 初期時間経過後の繰返料金課金対象時間です。

時間帯 A

繰返料金

時間帯 Aの繰返金額を設定します。

時間帯 B 時間帯 A と同様の内容を設定します。

時間帯 C 時間帯 A と同様の内容を設定します。

上限設定 1 各時間帯毎の上限金額を設定します。

利用料金が指定金額を超える場合 指定の上限金

額を利用料金に適用します。

上限設定 2 および 上限設定 3との重複設定はでき

ません。

上限設定 2 1日の上限金額を設定します。

利用時間(00:00～23:59)のみを対象とします。

上限設定 1 および 上限設定 3との重複設定はでき

ません。

上限設定 3 利用開始からの 指定時間利用ごとの料金を設定し

ます。最大 5件設定可能です。

上限設定 1 および 上限設定 2との重複設定はでき

ません

各項目の入力後 精算機に設定を反映する場合は [全設定データを精算機に

送信]ボタンを押下してください。

[全設定データを精算機に送信]ボタン押下により、設定 1以外の設定も精算機

に反映されます。[全設定データを精算機に送信]ボタン押下前に 必ず他の設

定(設定 1, 設定 3, 設定 4, 設定 5, 設定 6)内容を確認してください。



精算機の機能設定(設定 3)

PMW10で 精算機の機能および動作の設定を行うことができます。

「設定 3」では 休日の利用料金算出に関する設定を行います。設定は 料金パタ

ーン 1 と料金パターン 2に分けて設定します。車室ごとの料金パターン選択につい

ては 設定 1を参照ください。

[ご注意]

現場に設置・運用中の精算機は すでに 管理者 または 弊社担当者が機能

設定を行っています。

精算機に間違った設定を行うことにより、正常に動作しなくなったり、集計デー

タの情報関連性が失われたりすることがあります。

設定の変更をされる場合は、機能内容を十分理解したうえで実施してくださ

い。

[ご注意]

設定の変更を行う前に、精算機から設定データの受信を行っておくことをおす

すめします。設定データの受信については、設定データの受信を参照くださ

い。



「設定 3」タブを選択することで 設定を変更することができます。

「設定 3」タブ内の「料金パターン 1」または「料金パターン 2」タブを選択すること

で 料金パターンごとの設定ができます。



「設定 3」で 変更が可能な項目は以下のとおりです。各料金パターンで同等の

設定が可能ですが、時間帯 および 無料時間については 料金パターン 1のみ

で設定可能です。

項目 説明

時間帯 A 時間帯 Aの開始時間を設定します。

時間帯 Aの開始時間のみを設定した場合、終日が

対象となります。

時間帯 A

無料時間

時間帯 Aの無料時間(分)を設定します。

入庫後 この時間経過後に課金を開始します。

時間帯 A

初期時間

時間帯 Aの初期時間(分)を設定します。

無料時間経過後の初期料金課金対象時間です。

時間帯 A

初期料金

時間帯 Aの初期金額を設定します。

時間帯 A 時間帯 Aの繰返時間(分)を設定します。



繰返時間 初期時間経過後の繰返料金課金対象時間です。

時間帯 A

繰返料金

時間帯 Aの繰返金額を設定します。

時間帯 B 時間帯 A と同様の内容を設定します。

時間帯 C 時間帯 A と同様の内容を設定します。

上限設定 1 各時間帯毎の上限金額を設定します。

利用料金が指定金額を超える場合 指定の上限金

額を利用料金に適用します。

上限設定 2 および 上限設定 3との重複設定はでき

ません。

上限設定 2 1日の上限金額を設定します。

利用時間(00:00～23:59)のみを対象とします。

上限設定 1 および 上限設定 3との重複設定はでき

ません。

上限設定 3 利用開始からの 指定時間利用ごとの料金を設定し

ます。最大 5件設定可能です。

上限設定 1 および 上限設定 2との重複設定はでき

ません

各項目の入力後 精算機に設定を反映する場合は [全設定データを精算機に

送信]ボタンを押下してください。

[全設定データを精算機に送信]ボタン押下により、設定 1以外の設定も精算機

に反映されます。[全設定データを精算機に送信]ボタン押下前に 必ず他の設

定(設定 1, 設定 2, 設定 4, 設定 5, 設定 6)内容を確認してください。



精算機の機能設定(設定 4)

PMW10で 精算機の機能および動作の設定を行うことができます。

「設定 4」では 休日料金の適用/非適用と 休日の設定を行います。

[ご注意]

現場に設置・運用中の精算機は すでに 管理者 または 弊社担当者が機能

設定を行っています。

精算機に間違った設定を行うことにより、正常に動作しなくなったり、集計デー

タの情報関連性が失われたりすることがあります。

設定の変更をされる場合は、機能内容を十分理解したうえで実施してください。

[ご注意]

設定の変更を行う前に、精算機から設定データの受信を行っておくことをおす

すめします。設定データの受信については、設定データの受信を参照ください。



「設定 4」タブを選択することで 設定を変更することができます。

「設定 4」で 変更が可能な項目は以下のとおりです。

項目 説明

休日料金の適

用

休日料金を適用するかどうか 適用する場合 日曜

のみか 土日曜に適用するのかを設定します。

「適用しない」の場合

利用料金算出時 設定 2で設定した設定値のみが適

用されます。

「日曜に適用」「土日に適用」の場合

平日利用料金算出時 設定 2で設定した設定値が、

休日利用料金算出時 設定 3で設定した設定値が適

用されます。



春分・秋分の

日

春分の日と秋分の日を設定します。

任意休日指定

日

祝日または 運営者が指定する日を設定します。

最大 30件設定可能です。

任意休日指定日に休日料金を適用するには、「日曜

に適用」または「土日に適用」の設定が必要です。

各項目の入力後 精算機に設定を反映する場合は [全設定データを精算機に

送信]ボタンを押下してください。

[全設定データを精算機に送信]ボタン押下により、設定 4以外の設定も精算機

に反映されます。[全設定データを精算機に送信]ボタン押下前に 必ず他の設

定(設定 1, 設定 2, 設定 3, 設定 5, 設定 6)内容を確認してください。



精算機の機能設定(設定 5)

PMW10で 精算機の機能および動作の設定を行うことができます。

「設定 5」では サービスメダルとサービスカードに関する設定を行います。

この設定は サービスメダルとサービスカードに対応するモジュールを装備した精

算機にのみ有効です。

[ご注意]

現場に設置・運用中の精算機は すでに 管理者 または 弊社担当者が機能

設定を行っています。

精算機に間違った設定を行うことにより、正常に動作しなくなったり、集計デー

タの情報関連性が失われたりすることがあります。

設定の変更をされる場合は、機能内容を十分理解したうえで実施してください。

[ご注意]

設定の変更を行う前に、精算機から設定データの受信を行っておくことをおす

すめします。設定データの受信については、設定データの受信を参照ください。



「設定 5」タブを選択することで 設定を変更することができます。

「設定 5」で 変更が可能な項目は以下のとおりです。

項目 説明

使用可能日 サービスメダル,サービスカードの使用可能日を設定

(選択)します。

使用可能時間 サービスメダル,サービスカードの使用可能時間を設

定します。

設定は 00:00から 23:59の時分が指定可能です。

指定使用可能

日

サービスメダル,サービスカードの指定使用可能日を

設定します。

「使用可能日」で指定した日以外で指定したい場合

に設定します。



磁気カード

共通 No

精算機で使用できるサービスカードの登録番号を設

定します。最大 8件設定可能です。

利用者が精算時に挿入するサービスカード(磁気カ

ード)に記録された番号が 設定登録番号内に存在

する場合、有効なサービスカードであることを認識し

ます。カード内には 割引金額や割引利用時間等の

情報が記録されます。

磁気カード

月極 No

精算機で使用できる月極カードの登録番号を設定し

ます。最大 64件設定可能です。

利用者が精算時に挿入する月極カード(磁気カード)

に記録された番号が 設定登録番号内に存在する場

合、有効な月極カードであることを認識します。カー

ド内には 利用可能期間等の情報が記録されます。

メダルサービ

ス金額/時間/

使用可能枚数

サービスメダルのサービス条件を設定します。

金額または時間と 一回の利用時に使用できる枚数

を設定します。

サービスメダルは 2種類まで指定できます。

各項目の入力後 精算機に設定を反映する場合は [全設定データを精算機に

送信]ボタンを押下してください。

[全設定データを精算機に送信]ボタン押下により、設定 5以外の設定も精算機

に反映されます。[全設定データを精算機に送信]ボタン押下前に 必ず他の設

定(設定 1, 設定 2, 設定 3, 設定 4, 設定 6)内容を確認してください。



精算機の機能設定(設定 6)

PMW10で 精算機の機能および動作の設定を行うことができます。

「設定 6」では 精算機のサービスメニューを表示するためのパスワードの設定を行

います。

[ご注意]

現場に設置・運用中の精算機は すでに 管理者 または 弊社担当者が機能

設定を行っています。

精算機に間違った設定を行うことにより、正常に動作しなくなったり、集計デー

タの情報関連性が失われたりすることがあります。

設定の変更をされる場合は、機能内容を十分理解したうえで実施してください。

[ご注意]

設定の変更を行う前に、精算機から設定データの受信を行っておくことをおす

すめします。設定データの受信については、設定データの受信を参照ください。



「設定 6」タブを選択することで 設定を変更することができます。

「設定 6」で 変更が可能な項目は以下のとおりです。

項目 説明

パスワード 精算機のサービスメニューを表示するためのパスワ

ード(4桁の数字)を設定します。

最大 30件が指定可能です。

各項目の入力後 精算機に設定を反映する場合は [全設定データを精算機に

送信]ボタンを押下してください。

[全設定データを精算機に送信]ボタン押下により、設定 6以外の設定も精算機に

反映されます。ボタン押下前に 必ず他の設定(設定1, 設定2, 設定3, 設定4, 設

定 5)内容を確認してください。



自動取得結果の表示

過去の自動取得処理結果を確認するには、メインメニューの[ファイル]-[自動取得

結果の表示]を選択します。

これまでに実行された自動取得処理の結果が表示されます。

[閉じる]または[×]押下すると 自動取得結果ウインドがクローズします。



保守履歴メンテナンス No.対応表

保守履歴にリストアップされる「メンテナンス No.xx」は、実施されたメンテナンス操

作の番号を示します。

番号とその操作内容は以下のとおりです。

【ご注意】

以下のメンテナンス No.と操作内容は、標準仕様精算機の対応表です。

カスタム仕様精算機では、メンテナンス No.と操作内容が異なる場合があ

ります。



No. 操作内容 No. 操作内容

1 平日 A開始時間 40 休日料金適用日

2 平日 A無料時間 41 春分秋分の日

3 平日 A初期 42 休日任意指定日

4 平日 A繰返 43 割引設定

5 平日 B開始時間 44 ｶｰﾄﾞ連泊昼間割引

6 平日 B無料時間 46 駐車券発行可時間

7 平日 B初期 47 電子マネー設定

8 平日 B繰返 48 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ設定

9 平日 C開始時間 49 ｵﾌﾟｼｮﾝ使用可能日

10 平日 C無料時間 50 ｵﾌﾟｼｮﾝ使用指定日

11 平日 C初期 51 メタルコイン設定

12 平日 C繰返 52 専用ｶｰﾄﾞ共通番号

13 平日 1日上限 53 専用ｶｰﾄﾞ月極番号

14 平日 A上限 54 機台番号

15 平日 B上限 55 車室番号

16 平日 C上限 56 車室料金パターン

17 平日 時間上限 57 ロック ON タイム

21 休日 A開始時間 58 防犯ベル ON タイム

22 休日 A無料時間 59 遠隔管理設定

23 休日 A初期 60 満車台数

24 休日 A繰返 61 時間表示

25 休日 B開始時間 62 開始パレット番号

26 休日 B無料時間 63 自動つり銭あわせ

27 休日 B初期 64 つり銭設定枚数

28 休日 B繰返 65 通信車室番号

29 休日 C開始時間 66 料金表示方法

30 休日 C無料時間 67 車室入力ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

31 休日 C初期 70 ロック ON/OFF

32 休日 C繰返 71 車室リセット

33 休日 1日上限 72 入庫時刻変更

34 休日 A上限 73 現在日付時間

35 休日 B上限 80 パスワード設定

36 休日 C上限 99 カード Cleaning

37 休日 時間上限
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